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け
ふ
も
ま
た
　
こ
こ
ろ
の
鉦
を

　
　
う
ち
鳴
ら
し

　
打
ち
な
ら
し
つ
つ
　
あ
く
が
れ
て
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

圏一

¥
麗
の
葵
顔
と

勧
心
忘
れ
ず
に

　
一
月
四
日
、
牧
水
公
園
ふ
る
さ
と
の

家
で
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
屈
託

の
な
い
明
る
い
笑
顔
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
が
、
今
の
気
持
ち
と
そ
の
笑

顔
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に
今
後
も

活
躍
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
（
7
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

／まδδ〉

　へく⊃ごぎ、
，

ζ

簿　　　、
嶺ξ人口5，404人（△22）

響‘　男　2，556人（△10）

亨　女2，848人（△12）

を　世帯数1，728戸（△3）

　　　平成10年1月1日現在

灘．　oは聖明比
し　　●●，
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・
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②」8輔

　
今
年
も
町
県
民
税
等
の
申
告
の
時

期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
平
成
十
年
一
月
一
日
現
在
、
住
民

登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
町
内
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
前
年
一
年
間
に

得
た
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
告
は
、
二
月
十
二
日
か
ら
受
付

を
始
め
ま
す
。
各
地
区
ご
と
に
受
付

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
日
程
は
次
の
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
で
、
期
限
は
三
月
十
六

日
で
す
。

所
得
の
な
い
人
も

申
告
し
て
く
だ
さ
い

　
こ
の
申
告
は
、
町
県
民
税
と
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
の
基
礎
と
な
り

ま
す
。

　
所
得
の
な
い
人
で
申
告
を
し
な

か
っ
た
場
合
、
扶
養
手
当
認
定
や
生

活
保
護
・
児
童
手
当
の
判
定
、
福
祉

年
金
の
受
給
、
幼
稚
園
や
保
育
所
の

入
所
な
ど
に
必
要
な
所
得
証
明
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
も
れ
な
く
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

由
告
の
要
領
は
…

　
申
告
の
と
き
持
参
す
る
も
の

①
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
名
・
作
付

面
積
が
明
ら
か
な
も
の
。

②
農
作
物
（
椎
茸
、
み
か
ん
、
米
、
柿
、

栗
、
野
菜
等
）
の
収
量
や
販
売
金
額
を

証
明
す
る
も
の
。
（
出
荷
証
明
書
）

③
養
蚕
の
繭
売
り
渡
し
精
算
書
。
（
各

蚕
期
別
）

④
肉
用
牛
の
セ
リ
市
場
に
お
け
る
売

り
渡
し
証
明
書
。
（
百
万
円
未
満
の
子

牛
に
つ
い
て
は
、
家
畜
市
場
の
売
却

証
明
書
が
あ
れ
ば
免
税
所
得
、
証
明

書
が
な
い
と
き
は
課
税
所
得
で
す
。
）

⑤
出
稼
ぎ
や
日
稼
ぎ
を
し
て
い
る
人

は
、
事
業
主
か
ら
の
賃
金
等
の
支
払

い
証
明
書
。
（
給
与
支
払
い
報
告
書
の

出
て
い
る
人
は
不
要
で
す
。
）

⑥
各
種
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は

平
成
九
年
中
の
源
泉
徴
収
票
か
年
金

支
払
い
通
知
乗
日
。

⑦
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
立
木
の
売

却
、
貸
し
等
等
の
あ
る
人
は
、
収
入
・

支
出
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
。
（
公
共

用
地
の
買
収
に
よ
る
補
償
の
場
合
も

必
ず
申
告
し
て
く
だ
い
。
）

⑧
そ
の
他
所
得
の
あ
る
人
は
収
支
の

明
ら
か
な
も
の
。
（
家
計
簿
・
日
記
・

ノ
ー
ト
類
）

⑨
平
成
九
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
の

う
ち
必
要
経
費
に
参
入
さ
れ
る
も
の

（
農
機
具
・
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
等
の

購
入
費
、
雇
入
費
、
土
地
改
良
費
、
交

際
費
、
高
熱
水
墨
、
事
業
用
借
入
金
の

支
払
い
利
息
、
地
代
、
家
賃
等
）
の
領

収
書
。

⑩
平
成
九
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

険
や
個
人
年
金
保
険
の
保
険
料
及
び

火
災
保
険
等
の
損
害
保
険
料
の
領
収

書
ま
た
は
支
払
い
証
明
書
。

⑪
印
鑑
。柵の轡㍉
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な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
（
払

戻
し
請
求
）
を
す
る
人
は
、
源
泉
徴
収

票
を
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は

病
院
の
領
収
書
通
院
証
明
書
を
必
ず

所得税

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
受
付

役
場
で
納
税
相
談
を
行
い
ま
す

3
月
2
日
（
月
）
～
3
日
（
火
）

　
平
成
九
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
六

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
正
し

く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
計
算
し

て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ

て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
次
の
日
程
で
納
税
相
談

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
期
日
　
3
月
2
日
（
月
）
～
3
日

（
火
）

▽
時
間
　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館
2
階

申
告
を
要
す
る
人

　
確
定
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
に
は
、
税
務
署
か
ら
申
告
用
紙
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
申
告
相
談

日
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書
が

送
ら
れ
た
人
は
、
書
類
に
目
を
通
し
、

必
ず
指
定
さ
れ
た
臼
に
申
告
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
日
に
申
告
を
し
な
い
と
、
延

岡
税
務
署
ま
で
出
向
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
書
の
送
付
を
受
け
な

く
て
も
、
次
の
人
は
確
定
申
告
が
必

要
で
す
。

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
の
額

を
超
え
る
人
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が
二
千
万
を
超
え
る
人
や
、
給
与
所

得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
二
十

万
（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
免
税
所

得
を
含
む
）
を
超
え
る
人
。

③
給
与
所
得
者
で
、
ニ
カ
所
以
上
か

ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人

で
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
従

た
る
給
与
の
収
入
金
額
と
、
そ
の
他

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円

を
超
え
る
と
き
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉

所
得
税
の

　
　
還
付
申
告

●
《
ダ

ご．
う
」

ど

魁 　
確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人
で

も
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納

平成10年度町県民税・国民健康保険税申告相談日程直

税
を
し
た
税
金
が
納
め
す
ぎ
に
な
っ

て
る
人
は
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の

申
告
書
を
提
出
事
す
る
が
で
き
ま

す
。
こ
の
申
告
書
は
、
二
月
十
六
日
以

前
で
も
税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
か
ら
、
な
る
べ
く
早
め
に
申
告
し

て
税
金
の
還
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
特
に
次
の
よ
う
な
人
は
税
金
が

納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う

か
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

（
1
）
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や

医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控
除
、
住
宅
取

得
等
特
別
控
除
、
政
党
等
寄
付
金
特

別
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
人
。（

2
）
平
成
九
年
置
中
途
で
退
職
し

た
後
就
職
し
な
か
っ
た
人
で
、
年
末

調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

（
3
）
退
職
所
得
の
あ
る
人
で
、
そ
の

所
得
を
含
め
て
申
告
す
る
こ
と
に
よ

り
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
に
つ
い

て
特
別
減
税
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
等
で
す
。

月日 曜 地区名 申告受付時間 該　　当　　組　　合 場　　　　　所

2／12 木 坪　　谷

9：30～11：30 東石原・西石原・本村

13：00～15：00 赤井笠・上ノ原
坪谷地区多目的集会施設

9：30～11：30 仲崎・多武の木・瀬平
2／13 金 〃

13：00～15：00 市谷原・市谷川崎
坪谷地区多目的集会施設

2／16 月 下渡川 10：00～11：30 全区域 下渡川地区集会施設

越　　表

9：30～11：30 中水流・田口八ツ山 二二生活改善センター
2／17 火

13二30～15：00 二二・一松露 児　洗　集　会　所

9：30～11：30 下仲瀬・久居原・下水流
2／18 水 仲　　深

13：00～15：00 深谷・野々崎
仲深地区集落センター

9：30～11：30 井尻・深瀬・目ヶ道・樋田
2／19 木 羽　　坂

13：00～15：00 二野・羽坂・沖之水流・小長野
羽坂生活改善センター

2／23 月 田　　野 9：30～11：30 全区域 田野地区集落センター

9：3Q～11：30 前田・中水流・下村・住宅
2／24 火 鶴野内

13：00～15：00 山内・中山

鶴野内地区コミュニティセンター

2／25 水 〃 9：30～11：30 大工野・沢潟 大工野地区集落センター

※
申
告
期
間
史
役
場
税
務
課
職
員
は
地
域
に
出
向
き
ま
す
の
で
役
場
税
務
課
で
の
申
告
受
付
は
で
き
ま
せ
鬼
左
記
期
二
五
は
地
元
で
の
申
告
を
お
願
1
こ
た
し
ま
主

2／26 小野田

9：30～11：30 三下1、2・又中・又上・住宅
木

13：00～15：00 大谷・小野田1・2
町中央公民館第4会議室

9：30～11：303／2

@～

R／3

月
5
火

町内全域
13：00～16：00

（所得税等確定申告関係者） 町中央公民館第4会議室

9：30～11：30 鹿瀬・西谷
3／4 水 迫野内

13：00～15：00 東下・東上
迫野内地区多目的集会施設

迫野内 9：30～11：30 地内 〃

3／5 木

八重原 13：00～15：00 全区域 八重原　公民館
9：30～11：30 仲野原1・2・3

3／6 金 福　瀬
13：00～15：00 出口

仲野原営農研修施設

9；30～11：30 上村1・2・3
3／9 月 〃

13：00～15：00 下村・鳥川
福　瀬　公　民　館

9：30～11：30 日田尾・鵜戸木
3／10 火 〃

13：00～15：00 広瀬
広瀬生活改善センター

9：30～11：30 庭田・長崎
3／11 水 寺　　迫

13：00～15：00 中尾・吉牟田
庭　田　公　民　館

9：30～11：30 二二・山ノロ
3／12 木 〃

13：00～15：00 二二
寺　迫　公　民　館

3／13 金

3／16 月
町内全域 9：00～16：00

※各地区で申告できなかっ

@た者
町中央公民館第4会議室

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　　　　塘8ご’り④

～平成10年消防出初め式～第8部が総合優勝
　平成10年消防出初め式が、1月5日町総合グラウンドで開催され、町内12の部から250名の消防団員が出動して

行われました。今年は天気も良く、穏やかな天気の中で行われ、出動した団員は真剣な面持ちで取り組んでいまし

た。

　午前8時、点検長（町長）の点検開始宣言の後、事前に決められていた順序で本部から通常点検が行われ装備や

服装をチェック。緊張の高まる中小隊訓練では、規律正しい動きで、日頃の訓練の成果を競いました。途中恒例と

なったII」陰保育園の幼年消防隊の和太鼓が披露され式に花を添えてくれました。

　点検終了後、場所を役場下の河原に移し「火災ゼロ」を願った一斉放水が行われましたが、今年はMRTの“じゃ

がじゃが天国”の取材に来ていたロッキーが飛び入りで参加。団員の持つ筒先を交代して放水し水圧の強さにびっ

くりする場面も見られました。点検の審査結果については下記のとおりです。

審査結果
審査区分 優　勝 第2位 第3位

総合の部
第8部
i鶴野内）

第2部
i福瀬）

第11部

i亀田）

操練の部
第9部
i八重原）

第4部
蜑H坂）

第1部
i小野田）

平成9年度
�法大会の部

第2部 第8部 第11部

盛
蕊
賊

　
　
　
ギ
，
　
蛭

　
　
　
繋
ガ
、
、
溺
肱

　
　
　
畿
．
・

　
　
　
　
唖

聾
ぐ
癒

　
　
究
武
N
凱
・
・
軽

　
　
善
．
　
　
　
、
卿

　
　
ζ
溜
瀬

糞
鑑
平
癒
羅

《
元
気
い
っ
ぱ
い
の
幼
年
消
防
隊

「
琵

一
　
沸

ゴ
馳

噂．
・
　
一

髪

“

・
－
・
い

ψ
避

喘　テ　も

噺
、

｝
　ぎ曝r

ザ、
報

牧
水
か
る
た
大
会
白
玉
．
塘
と
お
る
～

　
第
二
十
三
回
を
数
え
る
牧
水
か
る

た
大
会
が
一
月
六
日
町
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
町

内
の
各
論
・
中
学
校
か
ら
二
百
三
十

名
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
小
・
中
学
校
別
で
学
校

対
抗
戦
、
チ
ー
ム
対
抗
戦
、
個
人
戦
の

三
部
門
。
読
み
手
も
各
学
校
の
代
表

の
子
ど
も
た
ち
が
交
代
で
務
め
、
静

寂
の
中
に
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
ま
し

た
が
、
上
の
句
を
読
み
終
え
な
い
う

ち
に
札
を
取
る
様
子
は
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
十
分
伺
え
る
も
の
で
し
た
。

　
入
賞
者
（
個
人
戦
小
学
校
の
部
）

最
優
秀
賞
　
稲
田
麻
美
（
o
o
枚
）
坪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

小
、
優
秀
賞
　
直
野
源
（
9
7
枚
）
福

小
、
直
野
昭
三
（
9
7
枚
）
福
小
、
山
口

翔
子
（
9
7
枚
）
影
野
、
寺
田
真
実
（
9
5

枚
）
東
小
、
水
野
香
織
（
9
5
枚
）
坪
小

（
個
人
戦
中
学
校
の
部
）

優
秀
賞
　
那
須
真
奈
美
（
9
8
枚
）
坪

中
、
岩
田
俊
介
（
9
7
枚
）
東
中
、
矢
野

将
彬
（
9
7
枚
）
退
却

（
学
校
対
抗
戦
小
学
校
の
部
）

優
勝
　
坪
谷
小
　
2
位
東
郷
小

（
学
校
対
抗
戦
中
学
校
の
部
）

優
勝
　
東
郷
中
　
2
位
坪
谷
中

（
チ
ー
ム
対
抗
戦
小
学
校
の
部
）

優
勝
　
ほ
と
と
ぎ
す
（
坪
小
）
、
2
位

山
ざ
く
ら
（
坪
小
）
、
3
位
　
S
H
A

Z
N
A
（
東
小
）
、
4
位
　
草
月
夜

（
坪
小
）
、
5
位
　
牧
水
ふ
る
さ
と

（
坪
小
）
、
6
位
　
つ
り
く
ら
し
（
坪

小
）

（
チ
ー
ム
対
抗
戦
中
学
校
の
部
）

優
勝
　
老
若
男
女
（
東
中
）
、
2
位

S
P
A
C
E
（
東
中
）
、
3
位
　
白
鳥

（
西
中
）

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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㊧農業×夢＝認定農業者
小
形
祐
司
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
寺
迫
）

　
今
月
は
小
形
祐
司
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。・

認
定
農
業
者
制
度
に

つ
い
て

　
現
在
の
き
び
し
い
農

業
情
勢
の
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
自
分
の
や
り

方
次
第
で
は
と
て
も
有

利
な
制
度
だ
と
思
い
ま

す
。
現
在
の
と
こ
ろ
分

か
ら
な
い
部
分
も
多
く

響
、
、
．
」
凄

、
　
い
・
∫
ら

∴　　国電
募　牛塾
｝覆

姦1グ

〆
’

ゼ

ド

急
騰

あ
り
ま
す
が
、
関
係
機
関
と
相
談
し

な
が
ら
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

・
ご
自
分
の
現
況
と
今
後
の
経
営

　
現
在
、
温
州
み
か
ん
（
特
に
ハ
ウ

ス
）
を
専
業
と
す
る
経
営
を
行
っ
て

お
り
、
収
穫
最
盛
期
に
雇
用
を
入
れ

て
い
ま
す
。
露
地
み
か
ん
も
現
在
は

植
栽
し
て
い
ま
す
が
、
市
況
の
変
化

が
激
し
く
安
定
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
施
設
化
を
進
め
経
営
の
安
定
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
低
利
な
資
金
の
導
入
の
た
め

の
働
き
か
け
を
関
係
機
関
に
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
は
、
市
場
へ
の
出
荷
を

中
心
に
流
通
を
行
っ
て
お
り
、
A
品

は
有
利
に
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
B

品
以
下
の
販
売
に
大
変
苦
慮
し
て
い

ま
す
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
加
工
施

設
等
を
設
置
し
て
品
物
に
付
加
価
値

を
つ
け
て
販
売
す
れ
ば
地
域
の
特
産

品
と
し
て
販
売
で
き
、
ひ
い
て
は
農

家
経
営
に
大
き
く
貢
献
す
る
施
設
と

し
て
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で

施
設
設
置
の
補
助
、
ま
た
加
工
指
導

等
の
協
力
を
関
係
機
関
に
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
各
関
係
機
関
の
ご
指
導
ご

協
力
に
よ
り
経
営
改
善
に
向
け
頑
張

ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援

セ
ン
タ
ー

専
任
職
員
の
一
声

　
　
　
　
　
佐
藤
義
貞

　
先
月
号
で
述
べ
ま
し
た
企
業
的
感

覚
の
経
営
を
め
ざ
す
こ
と
に
つ
い
て

は
、
農
家
個
々
の
経
営
改
善
を
図
る

こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
基

本
と
な
る
経
営
計
画
は
、
計
数
管
理

に
よ
る
経
営
内
容
の
分
析
如
何
に

よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
言
う
ま
で
も
な
く
大
切
な
こ
と

は
日
常
の
経
営
課
程
を
記
録
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
記
帳
す
べ
き
農
業

簿
記
に
つ
い
て
は
　
「
簡
易
簿
記
」

「
J
A
電
算
処
理
」
「
複
式
簿
記
（
手

書
き
、
パ
ソ
コ
ン
）
」
等
が
あ
り
ま
す

の
で
希
望
す
る
簿
記
の
記
帳
を
始
め

て
計
数
管
理
を
し
て
経
営
計
画
を
立

て
る
こ
と
に
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
今
後
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
簿
記
に
対
す
る
知
識
を
深
め
る

為
の
研
修
会
、
討
議
を
重
ね
て
い
く

機
会
を
つ
く
り
だ
す
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
経
営
改
善
に
努
力
さ
れ

て
い
る
経
営
者
も
新
し
い
感
覚
で
　

層
の
頑
張
り
を
お
願
い
し
ま
す
。
支

援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
個
人
は
も

と
よ
り
類
似
部
門
ご
と
の
研
究
部
会

の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
特
別
管
理
に
つ
い
て

　
平
成
1
0
年
度
は
東
郷
町
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
特
別
管
理
（
見
直
し
）

の
年
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
農
業
振
興
地
域
制
度
の
目
的

　
長
期
に
わ
た
っ
て
総
合
的
に
農
業

の
振
興
を
図
る
地
域
を
明
ら
か
に
し

て
、
土
地
基
盤
整
備
事
業
や
農
業
近

代
化
の
た
め
の
施
策
等
そ
の
地
域
の

整
備
に
つ
い
て
必
要
な
農
業
施
策
を

計
画
的
か
つ
集
中
的
に
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
農
業
の
健
全
な
発
展
を

図
る
。

・
農
業
振
興
地
域
と
は

　
農
業
の
健
全
な
発
展
及
び
国
土
資

源
の
合
理
的
な
利
用
の
見
地
か
ら
、

今
後
相
当
長
期
に
わ
た
り
総
合
的
に

農
業
の
振
興
を
図
る
べ
き
地
域
。

・
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更

　
手
法
に
は
特
別
管
理
と
「
般
管
理

が
あ
り
ま
す
。
特
別
管
理
は
概
ね
5

年
を
単
位
に
農
用
地
利
用
計
画
を
主

体
と
し
た
見
直
し
で
、
一
般
管
理
は

緊
急
か
つ
や
む
を
得
な
い
場
合
に
随

時
に
行
う
変
更
で
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
各
地
区
の
農
業
委

員
ま
た
は
、
役
場
農
政
課
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14》まで〉



　　　　　　　　　じ置遡うこ”り 講まちのアルバム騰
魑正月を前捌つき

　東郷幼稚園で三世代でのおもちっきが行われまし

た。杵が少し重かったのか振り上げると同時にぐらつ

く子ども達もいましたが、お父さんやお母さんの手助

けもあってなんとかつきあげ、楽しいおもちっきとな

りました。もちを丸めるときはおばあちゃん達の手ほ

どきを受けながら上手に丸めていました。そのあとは

待ちに待った試食タイム。ぜんざいに入れたり、あべ

かわもちにしたり思い思いに自分達のついたもちをほ

おばっていました。

翻

成　人式
1月4日旧）

　牧水公園ふるさとの家で成人式が行われ、新成人約

90名が真新しい背広と艶やかな晴れ着姿で出席しまし

た。式では小林町長が小野田の畝原泰明さんと鶴野内

の黒木美紀さんに成人証書と記念品を手渡し、お祝い

の言葉を贈り、それに対し、福瀬の新名麻美さんが成

人としての誓いの言葉を述べました。その後県史編纂

室顧問の永井哲雄先生の「東郷町の歴史に学ぶ」と題

した講演や坪谷の三浦康伸さん、仲深の川越月美さん

の意見発表のほか岐阜県根尾村から取り寄せた淡墨桜

の植樹などが行われました。

新春賀詞交歓会
1月10日旧）

　牧水公園ふるさとの家で、各種団体や企業の代表者の

方（約60名）の参加のもと新春賀詞交歓会が行われまし

た。昨年までは会議方式で行われていましたが、今年は立

食式で開催したせいか、参加された皆さんは各テーブルを

まわり、お互いに年頭のあいさつを交わすとともに新春にふ

さわしく将来の東郷町の夢などを大いに語り合い、有意義

な交歓会となりました。

　　　　　　ふるさと市場初商

　　1月11日（日）

　この日、今年始めてのふるさと市場が開設されまし

た。あいにく朝から雨が降り、始めは訪れるお客さん

もまばらではありましたが、時間が経つにつれお客さ

んも多くなりお目当ての商品を買い求めていました。

市場会員の皆さんは「今年も一生懸命頑張ろうね。」と

話しながら訪れる方々の応対に追われていました。

また、訪れたお客さん全員に御神酒やぜんざいが振る

1難潔舞纏擬惣
★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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瀞
陣一

日本とイギリスの関係

臥篭 蕪磯糞謙

　もうすぐ長野オリンピックが開催されますね。イギリスでは雪はあまり降りませんので、ウィンタースポー

ツは簡単にできませんが、イギ1ソス代表も参加します。オリンピックにはたくさんの外国人が来日すると思い

ますが、今年は一年中英国祭（Festivai　UK　98）が行われ、日本の中でもイギリスが注目されることを期待

していますq日英関係をさらに深めるために文化的な行事が全国で行われる予定ですので、今月はその日英関

係について述べてみたいと思います。

　確かではありませんが、最初に日本に来たイギ1リス人は1600年1こ難破したオランダ船に乗船していたアダム

ズという人だと言われています。彼は西洋の技術についての徳川家康のアドバイザーになって、日本人と結婚

して墓は横須賀にあります。その後鎖国によってイギリスとの国交はありませんでしたが、1863年にリチャー

ドソンというイギリス人が薩摩の侍に殺されたことがきっかけでイギリス海軍が鹿児島を砲撃するという事

件が起きています。明治時代には日英関係も良くなり、1902年に結ばれた日英同盟は20年代まで続いています。

その後第二次世界大戦により一時関係が悪化しましたが、皆さんもご存じのとおり現在に至っては政治、経済、

文化など多くの分野で国交が深められています。皇太子と雅子様もイギリス留学のご経験があり、イギリスの

ブレアー首相も来日しましたが、今後ますます日英の国交も深まっていくことと思います。イギリスではそれ

を象徴するようにこの10年間大学の日本学部が大いに増えています。たとえば、私が参加しているJETプロ

グラムでも90人の内アメリカ人25人に対しイギリス人は24人います。外国から日本に来る観光客は、外国に行

く日本人観光客に比べてまだ少ないようですが、オリンピック、ワールドカップのようなイベントや英国祭な

どの地方行事を通じて国際交流はますます進められていくことと思います。

X＞〈××XXX×××X×XX××．〉＜XXX＞・〈X×X×．X×XXXX×XX：X．〉＜××「××X）・＜X×XX×XX：XX．XX＞＜X×X．XX＞＜

朱
鷺
色
に
空
を
染
め
つ
つ
沈
む
日
に

し
ば
ら
く
は
寒
さ
を
忘
れ
仔
む

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

子
の
眠
る
伊
賀
は
紅
葉
の
彩
る
と

聞
き
つ
つ
老
い
た
る
吾
に
は
遠
し

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

岸
壁
に
船
底
を
塗
る
二

通
り
浜
は
師
走
の
月
の

謹
い
の
た
ね
と
な
り
み
る

吾
を
見
る
目
の
き
び
し
く

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

宇
宙
で
の
土
井
飛
行
士

テ
レ
ビ
に
見
つ
つ
吾
は

団
体
成
績
八
位

児
湯
郡
市
品
評
会
（
一
月
期
）

　
雌
の
部
（
子
牛
）

庭
田
赤
松
春
義
は
る
こ
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
等
賞

生
き
急
ぐ
と
は
い
か
な
る
生
・

妻
の
心
を
癒
す
術
な
き

　
　
　
心
ポ
，
・
、

縫
輪
棚
田

仲
深

黒
田
成
光
秋

岡
村
増
義
春

弐武下歯壱蓉
等福川写等十
七号賞　　賞

折
り
に
ふ
れ
便
り
《
紅

．…

魔
ﾉ
嘱
謙

霜
の
予
報
聞
き
じ
日
の

車
庫
に
移
し
て
心
安
嵩

　
一
月
期
和
牛
子
牛
郡
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
五
頭
出

品
し
て
い
ま
す
。
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
雌
の
部
（
子
牛
）

羽
坂
　
福
永
マ
ス
ミ
　
ふ
く
か
ね
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
等
賞

去
勢
部
（
子
牛
）

田
野
稲
田
継
男
上
三
号

温
か
き
朝
の
散
歩
は
九

姑
の
大
事
な
日
課
と
な

予
科
練
の
歌
無
邪
気
に
歌
ひ

五
十
回
忌
来
る
一
月
十
一

大
潮
の
浜
辺
に
貝
を
拾

素
足
の
白
き
母
子
う
つ

畜
産
だ
よ
り

難雄琴1響璽黙黙ll無言難戦
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こ
の
谷
も
山
も
な
つ
か

炭
焼
く
父
に
来
て
遊
び

X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
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難繧趨

▲「ルピナスパークで見たトラクター

　　鶴野内　前田の

　菊池果南帆さん（6歳）

　　父：菊池輔弘さん

　　　　　　栄子さん

一〇好きな食べ物は何ですか？

　　ぶどうのゼリー

　O好きな遊びは何ですか？

　　フランコの立ちこぎと

　　二人こぎ

　○大きくなったら何にな

　　りたいですか。

　　エレクトーンの先生

嶽

　鶴野内　大工野の

上田裕太くん（6歳）

　父：上田政一さん

　母：　　愛さん

○好きな食べ物は何ですか？

　ハンバーガー、メロン、

　スイカ

O好きな遊びは何ですか？

　積み木で車を作って遊ぶ

　こと

○大きくなったら何になり
　たいですか。

　消防士

臨Ψ

、

一
＼

　　　　　　ξ侮渓詑　ぐ　　ド　ご　
　鍬康瑠　　／

膳臨灘吃
騨艀∵畿

　　轍編
▲「ルピナスパークで見た大きな木」

、
㊥
、
、
啄
、
．
ゆ
，
、
噛
、
、
尊
、
、
幸
．
、
尊
、
、
雫
，
噛
、
轟
、
争
、
、
中
、
、
卓
・
・
幸
轟
・
轟
・
藁
・
幸
菅
轟
・
条
膏
尋
寺
尋
轟
・
善
寺
幸
壱
寺
尋
壱
菅
条
条
条
轟
轟
轟
轟
轟
轟
轟
轟
轟
轟
垂
垂
尋

佐藤香織さん（東郷小六年）

明るい選挙啓発作品展で表

彰を受ける。

　平成九年度明るい選挙啓発

ポスター・書道作品展で、東

郷小学校六年の佐藤香織さん

の作品（書道）が、県内各小・

中学校から応募されたたくさ

んの作品の中から優秀な作品

と認められ、宮崎県選挙管理

委員会から表彰を受けまし

た。佐藤さん嫁「これを機に

もっと書道の練習に励んでい

きます」と今後の抱負を語っ

てくれました。

…
融
解
囲

…
圏
群
舞

ひ

一
　
一
、
平
成
九
年
中
の
事
件
、
事
故

の

一
　
平
成
九
年
中
の
東
郷
町
の
事
件
、

一
事
故
の
発
生
状
況
は
次
の
と
お
り
で

ウ

一
す
。

ゆ・
　
☆
事
件
関
係

ゆ

ひ
　
昨
年
、
東
郷
町
内
で
は
二
十
二
件

9
　
の
盗
難
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

㎝　
そ
の
中
で
特
に
多
か
っ
た
の
は

ひ　
　
・
自
動
販
売
機
荒
ら
し
　
五
件

…鱒　
　
・
空
き
巣
狙
い
　
　
　
三
件

鱒
99

　
　
・
費
銭
盗
　
　
　
　
　
三
件

”　
　
な
ど
で
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
被
害

岬帰　
を
防
ぐ
た
め
に
、

”鱒　
　
・
留
守
を
す
る
時
は
必
ず
鍵
を
か

鱒”　
　
　
け
る
。

”　
　
・
車
か
ら
離
れ
る
時
は
必
ず
ド
ア

”ゆ

φ
　
　
ロ
ッ
ク
す
る
。

ひ

ひ
　
な
ど
は
勿
論
で
す
が
、
日
頃
か
ら

一
　
お
互
い
に
協
力
し
て
、
付
近
で
見
か

ゆ

ひ
　
け
な
い
不
審
な
行
動
を
す
る
人
を
見

ゆ

．
　
か
け
た
ら
一
　
○
番
通
報
を
お
願
い

ひ　
し
ま
す
。

O

◎
☆
事
故
関
係

サ

一
　
平
成
九
年
中
の
東
郷
町
内
の
交
通

鱒
ψ
事
故
は
、

“
9
人
身
事
故

”　
　
・
発
生
　
七
件

ゆ柳　
　
・
死
者
　
一
名

”　
　
・
重
傷
　
二
名

”
09

　
　
・
軽
傷
五
部

物
損
事
故
　
　
百
十
六
件
で
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
九
年
中
の
日
向
警
察

所
管
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
別

表
の
と
お
り
で
す
。
今
年
は
死
亡
事

故
は
勿
論
の
こ
と
、
人
身
事
故
や
物

損
事
故
が
一
件
で
も
減
少
す
る
よ
う

に
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
、
平
成
十
年
交
通
安
全
年
間
ス

ロ
ー
ガ
ン

　
・
運
転
者
向
け

　
　
運
転
士
　
紅
葉
マ
ー
ク
に
　
思

　
　
い
や
り

　
・
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
向
け

　
　
反
射
材
　
光
る
あ
な
た
の
　
・
い

　
　
が
け

　
・
子
ど
も
向
け

　
　
う
ん
て
ん
し
ゅ
さ
ん
　
ち
い
さ

　
　
な
ぼ
く
が
　
み
え
ま
す
か
P

別
表
　
平
成
九
年
の
日
向
警
察
所
管

内
の
交
通
事
故
の
状
況

町村名 死者 重傷 軽傷 けが口
〟@計

人身
署

物損
署

事故の
麹㈹v

日向市 3 28 220 251 185 1，592 1，777

門川町 3 8 51 62 46 364 410

東郷町 1 2 5 8 7 116 123

南郷村 1 1 2 4 4 28 32

西郷村 1 1 1 3 3 37 40

北郷村 0 1 3 4 3 20 23

諸塚村 1 0 1 2 1 29 30

椎葉村 0 0 0 0 0 62 62

合　計 10 41 283 334 249 2，248 2，497

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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東
郷
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　
　
　
日
高
孝
紀

　
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。
寒
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
が
風
邪
等
か
か
ら

な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
今
月
は
喘
息
に
つ
い
て
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
気
管
支
喘
息
は
発
作
性
の
呼
吸
困

難
（
息
苦
し
さ
）
と
喘
鳴
（
ひ
ゅ
う

ひ
ゅ
う
、
ぜ
ろ
ぜ
ろ
）
を
主
な
症
状
と

し
て
お
り
、
気
道
の
広
範
な
収
縮
を

伴
い
、
治
療
ま
た
は
自
然
に
そ
の
重

さ
が
変
わ
り
ま
す
。
喘
息
と
い
う
言

葉
は
“
あ
え
ぐ
”
と
い
う
意
味
で
呼
吸
困

難
の
状
態
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

　
喘
息
の
発
生
率
は
数
パ
ー
セ
ン
ト

前
後
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
1
0
歳
以
下

で
多
く
発
症
し
徐
々
に
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
小
児
喘
息
の
6
割
か
ら
8

割
は
成
長
と
共
に
自
然
に
良
く
な
っ

て
き
ま
す
。
し
か
し
、
思
春
期
以
後
に

持
ち
越
し
た
喘
息
や
、
思
春
期
以
後

に
発
症
ま
た
は
再
発
し
た
喘
息
は
、

そ
れ
以
後
長
く
続
く
こ
と
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
適
切
な
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
多
く

は
日
常
生
活
が
特
に
障
害
さ
れ
な
い

程
度
ま
で
は
改
善
で
き
ま
す
。
喘
息

の
起
き
や
す
い
時
期
は
秋
が
も
っ
と

も
多
く
、
つ
い
で
春
、
冬
、
夏
の
順
と

な
り
ま
す
。
喘
息
の
重
篤
な
発
作
で

亡
く
な
る
人
も
、
年
間
に
五
千
人
位

お
り
、
　
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
喘
息
で
ま
ず
大
切
な
こ
と
は
発
作

を
起
こ
さ
な
い
こ
と
で
す
。
次
に
発

作
が
起
き
て
し
ま
っ
た
ら
い
か
に
早

く
発
作
を
抑
え
る
か
が
大
切
で
す
。

生
活
環
境
と
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ

る
物
質
（
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
、
ダ
ニ
、

ペ
ッ
ト
等
多
い
）
に
対
し
避
け
ら
れ

る
も
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
過

食
過
労
を
戒
め
規
則
正
し
い
生
活
を

す
る
よ
う
に
し
、
乾
布
摩
擦
、
東
郷
町

で
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
水

泳
な
ど
が
体
の
鍛
練
に
勧
め
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
言
う
ま
で
も
な
く
成
人

で
は
禁
煙
で
す
。

　
さ
て
、
治
療
の
方
で
す
が
、
飲
み
薬

で
は
気
管
支
拡
張
薬
が
以
前
か
ら
使

わ
れ
て
お
り
、
他
に
抗
ア
レ
ル
ギ
i

剤
等
も
使
わ
れ
ま
す
。
最
近
で
は
そ

れ
ら
に
変
わ
っ
て
（
ま
た
は
加
え
て
）

ス
テ
ロ
イ
ド
の
吸
入
療
法
が
勧
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
（
こ
の
吸
入
剤
だ
け
で

も
し
っ
か
り
行
え
ば
飲
み
薬
は
入
ら

な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
）
ま

た
、
発
作
時
に
は
使
い
す
ぎ
に
注
意

し
な
い
と
心
臓
に
負
担
が
か
か
り
い

け
ま
せ
ん
が
、
吸
入
で
の
気
管
支
拡

張
薬
を
使
用
し
ま
す
。
こ
れ
ら
で
良

く
な
ら
な
い
と
き
は
、
早
め
に
病
院

で
受
診
し
た
方
が
よ
い
で
す
。

　
そ
れ
で
は
今
月
は
こ
の
辺
で
、
ご

き
げ
ん
よ
う
。
さ
よ
う
な
ら
。

　　郵便番号変更のお知らせ
平成10年2月2田から郵便番号が7ケタに変わり

ます。東郷町の新しい郵便番号は次のとおりです。

住所・番地（地域名） 配達受持局 新郵便番号

山陰甲（寺迫） 美々津 889－1121

山陰乙（鳥川） 美々津 889－1101

山陰乙（鳥川を除く福瀬区） 山　　陰 883－0101

山陰丙（小野田） 山　　陰 883－0102

山陰丁（羽坂） 山　　陰 883－0103

山陰戊513－1まで 山　　陰 883－0104

山陰戊（仲深の野々崎地区） 坪　　谷 883－0212

山陰己（田野） 山　　陰 883－0105

山陰辛（鶴野内） 山　　陰 883－0106

山陰庚（迫野内） 山　　陰 883－0107

八重原迫野内 山　　陰 883－0108

山陰（不明） 山　　陰 883－0109

下三ケ 坪　　谷 883－0213

坪　谷 坪　　谷 883－0211

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
東
郷
町
立
東
郷
小
学
校
に
卒
業
記

念
と
し
て
建
立
さ
れ
、
昭
和
六
十
二

年
三
月
二
十
五
日
除
幕
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
歌
の
歌
碑
は
、
も
う
一

基
、
延
岡
市
む
か
ば
き
少
年
自
然
の

家
に
、
牧
水
生
誕
百
年
を
記
念
し
て

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
早
稲
田

大
学
四
年
生
の
夏
休
み
、
牧
水
は
級

友
の
土
岐
湖
友
（
善
麿
）
、
延
岡
中
学

校
時
代
か
ら
の
友
人
直
井
敬
三
と
三

人
で
東
京
を
発
っ
て
帰
省
の
途
に
つ

い
て
い
ま
す
。
土
岐
善
麿
と
は
京
都

で
、
直
井
敬
三
と
は
神
戸
で
別
れ
た

牧
水
は
、
ひ
と
り
中
国
路
を
た
ど
り

ま
し
た
。
岡
山
か
ら
高
梁
、
新
見
を
経

て
、
苦
坂
峠
、
そ
し
て
二
本
松
峠
（
岡

山
県
阿
哲
郡
哲
西
町
）
を
越
え
て
い

ま
す
。

　
こ
の
と
き
牧
水
は
、
二
本
松
峠
の

茶
屋
に
泊
ま
り
、
東
京
の
友
人
有
本

芳
水
に
葉
書
を
出
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
葉
書
に
二
首
の
歌
が
書
か
れ
て

あ
り
ま
し
た
。
一
首
が
「
幾
山
河
」

で
、
も
う
一
首
が
こ
の
「
け
ふ
も
ま

た
」
で
あ
り
ま
す
。

　
鉦
を
う
ち
鳴
ら
す
巡
礼
や
遍
路
の

旅
に
子
供
の
頃
か
ら
あ
こ
が
れ
て
い

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
歌
を
詠
ん

だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

都
　
甲
　
欣
　
一

　
牧
水
の
「
あ
く
が
れ
」
の
対
象
は
広

大
な
世
界
を
象
徴
す
る
「
海
」
と
い
う

自
然
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
「
あ
く
が
れ
て
」
自
然
を
旅
し
た

牧
水
の
若
い
清
新
な
心
に
ふ
れ
る
こ

と
の
で
き
る
　
首
で
す
。
（
東
郷
町
内

歌
碑
め
ぐ
り
）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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　利用・美容・クリーニング店に掲げられているS

マークは、厚生大臣認可の標準営業約款制度に従って

営業しているお店の安心マークです。

　万一、事故発生した場合、賠償基準に基づいた補償

が交けられますので安心してご利用できます。

■Safety（安全）まかせて安心。

■Sanitation（衛生）美しく清潔に。

■Standard（標準）確かな技術。

“陣
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，
・
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若
山
牧
水
賞
受
賞
記
念
講
演
会

▽
日
時
　
2
月
7
日
（
土
）
午
後
1
時
3
0
分
～

▽
場
所
　
延
岡
市
　
野
口
記
念
館

▽
演
題
　
　
「
牧
水
と
早
稲
田
大
学
」

▽
講
師
　
佐
佐
木
幸
綱
氏

平
成
9
年
度
東
郷
町
合
同
金
婚
式

　
今
年
で
7
回
目
を
迎
え
た
合
同
金

婚
式
が
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時
　
2
月
1
9
日
（
木
）
1
1
時
か
ら

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館

な
お
、
今
年
度
は
5
3
組
が
め
で
た
く

金
婚
式
を
迎
え
ま
す
。

，乙

＠
h

M
α
一

（
㌔
α

魅

中
小
企
業
災
害
対
策
融

資
保
証
料
等
の
補
助
金

交
付
制
度

　
昨
年
の
台
風
1
9
号
で
被
害
を
受
け

た
町
内
の
中
小
企
業
者
が
災
害
復
旧

の
た
め
宮
崎
県
中
小
企
業
融
資
制
度

「
緊
急
経
営
対
策
貸
付
」
の
融
資
を

受
け
た
場
合
に
当
該
融
資
に
係
る
保

証
料
及
び
利
子
の
　
部
を
補
助
す
る

要
綱
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
補
助
金
の
交
付
対
象
者
は
、

昨
年
の
台
風
1
9
号
で
被
災
し
、
宮
崎

県
中
小
企
業
融
資
制
度
「
緊
急
経
営

対
策
貸
付
」
を
受
け
た
中
小
企
業
者

で
、
町
内
に
住
所
及
び
事
業
所
を
有

す
る
個
人
ま
た
は
町
内
に
事
業
所
を

有
す
る
法
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
に
つ
い
て
は
宮
崎
県
信
用

保
証
協
会
に
納
入
し
た
保
証
料
に
相

当
す
る
額
と
金
融
機
関
に
支
払
っ
た

貸
付
に
係
る
貸
付
利
子
の
内
齢
％
に

相
当
す
る
額
に
な
り
ま
す
。
利
子
補

助
金
の
額
は
、
融
資
を
受
け
た
日
か

ら
全
額
返
済
日
ま
で
の
毎
年
1
月
1

日
か
ら
1
2
月
3
1
日
目
で
の
期
間
に
つ

い
て
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
補
助
金
申

宮崎県最低賃金のお知らせ
最低賃金（円）

宮崎県最低賃金 日　　額 時間額

効　　力

ｭ生日

4，626 579 9ユ0．1

肉　　製　　品
禔@　製　　品
ｻ　　造　　業

4，859 608 9．12．25

製　　糸　　業

a　　績　　業
4，690 587 7．12．22

産
業
別
最
低
賃
金

電気機械
寀�ｻ造業
i医療用計測器製
｢業を除く、た
ｾし心電計製造
ﾆは合む）

5，028 629 9．12．26

各種商品
ｬ　　売　　業

4，921 616 9．12．31

自動車（新車）

ｬ　　売　　業
5，145 644 9．12．20

1　最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどを含めた
Sての労働者に適用されます。

Q　最低賃金の対象となる賃金には、①賞与などの臨時の賃金②時間外労働などの割増賃金③精皆勤手当、通

ﾎ手当及び家族手当は含まれません。

詳しいお問い合わせ　宮崎労働基準局賃金課0985（24）2205

@　　　　　　　延　　岡　監　　督　　署0982（34）3331

最低賃金テレホンサービス0985（23）4811

請
書
の
提
出
期
限
は
、
翌
年
の
3
月

10

冾
ﾜ
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

補
助
金
に
つ
い
て
の
詳
し
い
問
い
合

わ
せ
及
び
申
請
に
つ
い
て
は
、
役
場

企
画
財
政
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

　
9
8
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
の
参

加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時
　
2
月
2
日
～
3
月
2
日

（
毎
週
月
曜
・
全
6
回
）
全
部
に
参

加
で
き
な
く
て
も
結
構
で
す
。

▽
場
所
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

▽
内
容
　
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
体

験
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
救
急
法
の
講

習
、
福
祉
施
設
で
の
一
日
体
験
な
ど
。

▽
参
加
対
象
者
　
高
校
生
以
上
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
方

▽
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先
　
東
郷

町
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

四
丁
6
9
1
2
1
1
6

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
2
月
1
7
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
四
期

国
民
健
康
保
険
税
十
期

　
　
　
　
　
　
納
期
は
三
月
二
日
ま
で

善
言

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
1
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
仲
深
の
酒
井
省
二
さ
ん
か
ら

（
京
一
朗
さ
ん
・
6
3
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
黒
木
シ
オ
リ
さ
ん
か
ら

（
高
木
シ
モ
ヱ
さ
ん
・
9
2
歳
逝
去
）

◎
田
野
の
吉
田
稔
さ
ん
か
ら

（
松
太
郎
さ
ん
・
8
9
歳
逝
去
）

般
寄
付

　
鶴
野
内
の
南
濱
洋
さ
ん
、
藤
本
健

さ
ん
、
迫
野
内
の
黒
木
美
恵
子
さ
ん

か
ら
快
気
祝
い
と
し
て
社
会
福
祉
協

議
会
へ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出

（
十
二
月
届
出
分
）

生
お
め
で
と
う

結 阿 富
氏

（川黒 氏 婚 万 山

越木 お
竜 天

名

優升 幸
せ

彰 暉

子男
名

に 文 康嚢
男 幸 薯

福 寺 住 坪 坪 住

瀬 迫 所 谷 谷 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

吉 安 本 高 酒
田

田 宮 木 井
氏

⊥松 シ 県

太
耕 ウ

モ 一
郎 作 メ ヱ 朗

名

89 59 97 92 63 年

歳 歳 歳 歳 歳 齢

田 小 小 福 仲 住
野 野

野 田 田 瀬 深 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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